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寒い日が続きますが、昼間は上着を脱いで園庭でけいどろや縄跳びをする子ども達です。 
さて、２月８日は“みんなのはっぴょうかい”があります。私の幼少期の発表会で印象に残っていることにつ

いて書きます。私は年長の発表会で白雪姫の“魔女役”を演じました。（先生から勧められてこの役になった気

がします。）私は小さい頃からとにかく目立ちたがり屋で３人の魔女役がいる中で誰よりも大きな声を出してい

ました。すると担任の先生がにっこりと笑い、親指を立てて「はるかちゃん素敵だよ」と褒めてくれることが嬉

しくって仕方ありませんでした。しかし白雪姫役のＳちゃんは練習になるといつも泣いていて、Ｓちゃんが泣く

と劇が最後まで出来ずに終わることがあり、劇の練習が好きだった私は残念な気持ちでした。しかし担任の先生

はそんなＳちゃんを優しく抱っこし「頑張ったね」と励ましていました。“私の方が頑張っているのに”と内心

Ｓちゃんに嫉妬しながらも毎日練習に励んでいました。発表会当日、Ｓちゃんは白雪姫を演じきりました。今思

えばＳちゃんにとって先生の「頑張ったね」は、小さな頑張りを見落とさず、いつも励ましてＳちゃんを成長さ

せてくれた言葉だったと思います。子ども達にとって園生活最後の発表会です。どの子も積み重ねてきた頑張り

に自信を持ってステージで披露できるようにこれからも毎日一人ひとりの頑張りを認め、声を掛けていきたいと

思います。保護者の方にも温かく見守って頂き、子どもたちのたくさんの成長を感じていただきたいです。（文

責：田中） 
小学生になる為の階段 

〈今月のテーマ〉★自分のことは自分でしよう★ 

① 自分のロッカーの中を整頓しよう 

② 食後自分の使った机の上下を綺麗にしよう 

③ 翌日の給食セット・ハンカチ・鼻かみ・洋服は前日に準備をしよう 

 

小学校入学まで残り２ヶ月になりました。小学生になると自分の身の回りのことは自分で管理をするのが当た

り前になります。今の子ども達の生活を見ていると、お絵かきを楽しんだ後の床には紙くずが散らばり、ロッカ

ーの中のはさみのキャップが外れたり、道具箱の外にあったり、友達の道具箱に自分のカラーペンや鉛筆も入っ

ている子がいます。次の遊びに移りたい気持ちが強いと片づけが雑になりがちです。そこで毎日帰りの片付けの

ときに、当番と保育教諭が“お道具箱チェック”として、ロッカーの中が綺麗になっているか確認していこうと

思います。また給食後、当番がほうきや雑巾かけをしようとすると「先生、今日パンだったから机に小さいパン

が落ちているよ」「お米の粒が潰れて雑巾でも取りにくいよ」と掃除しづらいことを教えてくれました。友達と

の話しに夢中になり、椅子にまっすぐ座らずに、こぼしてしまう子もいます。まずは正しい姿勢で食べることを

意識出来るように声を掛けていきながら、こぼれた時は自分で拾ったり、拭いたりしていき、給食後には自分で

使った机の上と椅子の下の床の掃除をしていこうと思います。また、子ども達の話を聞いてみるとご家庭で毎日

次の日の身支度を自分で行っている子がいるようです。毎日行うことで子ども達は習慣となり、進んで“自分の

ことは自分で”が出来るようになります。ご家庭でも給食や食事のマナーについて話題にして頂いたり、毎日“給

食セット・ハンカチ・鼻紙・洋服”等、身の回りのことが子どもたちが準備できるように見守って下さい。残り

わずかな園生活の中で子ども達が頑張って出来るようにしていきたいと思います。 

２がつ あお３くみだより 

(５歳児) 



＜子ども達が安心して元気に生活できるように、保育教諭が子どもにすること＞ 

＊気温が変わりやすいため、手洗いうがいの大切さを伝え、保育室の気温・湿度管理をして感染症予防を心掛け

ます。 
＊食べ終わる時間を時計に分かりやすく記し、意識して給食を食べられるようにしていきます。 
＊鬼のお面を作ったり、ひな祭りに関する歌や手遊びをして伝統行事に興味を持てるようにしていきます。 
＊友達とトラブルが起きると徐々に自分の気持ちを相手に伝えることができるようになってきました。今後は相

手の気持ちを知り、どのように解決すれば良かったのかを保育教諭が仲介に入って考えていけるようにしてい

きます。 
＊冬の自然現象に目をとめ触れて遊ぶ機会を大切にします。子ども達の発見や気づきを遊びに広がるように廃材

や素材を準備し自然と関われるようにしていきます。 
 
 

〈子 どもの遊 びや教 育 的 活 動 〉 

＊全身を使って遊ぶ鬼ごっこやけいどろ遊びを積極的に参加します。 
＊遊びの中で相手と駆け引きしながら作戦を立てて、ルールのある遊びを楽しみます。 
＊発表会で友達の役に興味を持ち、保育室でペープサートや小道具を使って演じることを楽しみます。 
＊冬の現象に気づき、友達と伝え合いながら遊びに取り入れていきます。 
＊異年齢の子と関わりを持ち、いたわりの気持ちを持って遊びます。 
＊就学に期待を持ち、目標に向かって行動できるようになります。 

みんなのはっぴょうかいに向けて・・・ 

＜かぐや姫＞ 

ペープサート、構成コーナーでの人形遊び等、いつしか遊びの中にかぐや姫の話が入り込んでいました。その

中で「私はどなたとも結婚できませんわ。」と普段からお姫さま口調だったり、「家来は剣で貴族を守るから、剣

つくらないかん、剣を作ろう」と、役が生活の中に入っているようでした。このまま劇遊びで堂々と演じるのだ

ろうな、とわくわくしていました。ある日、全員そろって、ストーリーに沿って劇遊びを行いました。すると、

今までなりきっていた時の声の半分ぐらいの声になり、なんだかとっても恥ずかしそうでもじもじしていました。

前の役の子がもじもじ・・次の子ももじもじ・・。あれ、いつもあんなに楽しそうに遊びながら演じてたのにな、

どうしたらもっと自信を持ってセリフを言うことができるのかな、と思い「『どうか結婚してください』ってど

うやって言われると、結婚したいな、って思うかな～」とその都度みんなで振り付けや、言い方のアイディアを

出し合ってきました。友達がお手本を見せてくれると、それを見て真似することが、やりやすそうで空気も和み

ました。保育教諭も「ここは足まで伸ばして倒れたほうがいいと思うんだけどな。」と問いかけると「こう？」

「それいーねー！！」とみんなで色んな振りを決め楽しくなっていきました。この雰囲気が“みんなでやってい

る”と勇気が湧いてきたのかどんどん声が大きくなっていき、動きも生き生きしていきました。今は役を交代し

て遊んだり、その役ならではの細かい動きを考えそれぞれの特徴がよくわかるようにいろいろな意見を出し合い

ながら作り上げているところです。恥ずかしさの壁を乗り越えた子どもたちの生き生きとした表情をご覧くださ

い。 


